
保護者の皆様

項目 № 評　　価　　の　　観　　点 Aの％ Bの％ Cの％ Dの％ Ｅの％

28% 44% 26% 2% 0%

34% 46% 15% 1% 3%

39% 40% 17% 4% 1%

27% 40% 28% 2% 2%

25% 47% 21% 4% 2%

26% 44% 24% 3% 4%

49% 43% 7% 1% 0%

24% 50% 23% 1% 2%

35% 50% 13% 2% 1%

30% 47% 18% 2% 3%

22% 36% 31% 2% 9%
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学
校

1
学校は、学校の目標や方針などの経営について、保護者にわかり
やすく伝えている。 〇

2 学校は、保護者からの生徒に関する相談に真剣に応じている。

令和６年２月１６日

　立春の候、保護者の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　さて、学校評価アンケートの結果がまとまりましたので、お知らせいたします。
　今回いただきましたご意見・ご要望については行事検討委員会や生徒指導部会で検討し、次年度の
教育課程に反映できるようにして参ります。本校教育活動の更なる向上に向け、職員一丸となって
努力して参りますので、今後ともご支援・ご協力をお願い申し上げます。

令和５年度　学校評価アンケート（保護者）　集計結果

◎

3
学校は、生徒の学校での様子（学習の様子・生活の様子・ケガや
病気）について、よく連絡をしている。 〇

○実施日：令和５年１１月２４日　○回答者数：１６９人

＜評価の判断基準＞A＝よくあてはまる　B＝あてはまる　C＝あまりあてはまらない　D＝まったくあてはまらない E=わからない

・AとBの合計（肯定評価）が、◎＝80％以上、○＝60％以上、△＝40％以上、☓＝40％未満

6
学校は、学年に応じて職業や進路についての適切な指導や情報提
供をしている。 〇

7
学校は、学校便りや学年便りなどをとおして、積極的に情報を伝
えている。（小中一貫教育の情報を含む） ◎

4 学校は、きめ細かな生活指導や交通安全指導等を進めている。
〇

5 学校は、いじめや暴力のない学校づくりに努めている。
〇

10 学校は、校内の美化や施設・設備面での環境整備を行っている。
〇

11 学校は、特別支援教育の充実に努めている。
△

8
学校は、授業や行事等で保護者や地域の人材や施設を活用するな
ど、地域と連携して教育活動を進めている。 〇

9
学校は、授業や学校行事などの参観や保護者面談の機会をよく設
けている。 ◎



項目 № 評　　価　　の　　観　　点 Aの％ Bの％ Cの％ Dの％ Ｅの％

41% 30% 20% 5% 4%

22% 28% 34% 9% 7%

41% 43% 14% 1% 0%

54% 32% 11% 1% 2%

53% 20% 7% 2% 2%

42% 43% 14% 1% 1%

25% 30% 26% 11% 9%

22% 43% 26% 5% 1%

28% 43% 27% 1% 2%

47% 43% 9% 1% 0%

19% 42% 34% 3% 2%

25% 51% 21% 1% 3%

27% 45% 22% 3% 4%

36% 41% 19% 1% 4%

31% 46% 17% 2% 4%

明るく思いやりがあり、いじめ等は行わない。
◎

15
学校行事（体育祭・合唱コンクール・宿泊行事等）を楽しみにし
ている。 ◎お

子
様

12 学校へ行くことを楽しみにしている。
〇

13 意欲的に学習に取り組んでいる。
△

14

18
学校生活について、保護者に話をしたり、学校からの配布物を忘
れずに渡したりている。 △

19
ケータイ・スマートフォンの利用方法について理解している。
（持たせていない場合は無回答） 〇

16 積極的に部活動に参加している。（参加していた。）
〇

17 自転車や歩行の交通ルールを守っていた。
◎

保
護
者

20 旭中の教育活動に関心がある。
〇

21 家庭におけるコロナウイルス感染症予防を心がけている。
◎

26 教師は、生徒の良い点を伸ばし、やる気（意欲）を高めている。
〇

《保護者アンケートのまとめ》
・学校から家庭への情報発信については、肯定的評価が高くなっている。
・「特別支援教育の充実に努めている」では、「あまりあてはまらない・まったくあてはまらない・わからない」の
割合が約半数となっている。
・「（生徒が）意欲的に学習に取り組んでいる」では、肯定的評価が５０％程度となっている。
・「教師は、わかりやすい授業を心がけ、授業の改善・工夫に努めている」では、「あまりあてはらない」が３４％
と高くなっている。

〔今後の課題〕
○特別支援教育に関して、学校便りで情報発信を行っていく等、特別支援教育の充実に向けて努めていく。
○生徒にとってわかりやすい授業となるよう、教職員の指導方法の工夫・改善がさらに必要である。校内で研修の機
会を定期的に設定するとともに、校外研修にも積極的に参加できるように体制を整えていきたい。また、県標準学力
テストや定期テストの結果から分析し、生徒が基礎・基本的な力をつけるための指導をさらに強化したい。

教師は、生徒のまちがった言葉や行動を適切に指導している。
〇

25 教師は、生徒の悩みや相談に親身になって応じている。
〇

教
師

22
教師は、わかりやすい授業を心がけ、授業の改善・工夫に努めて
いる。 〇

23 教師は、生徒の学習評価を適切に行っている。
〇

24


